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皐〆 章 章 章
　　　　　＜図3＞　「最後に」十「述べる」。「考える」
4．6．マイナスの行勤と行動の終りを明示する表現
　4．4．では，文章の内容や構成，作業単位などの観点からメタ書語表現
を五つの類型に分けたが，これとは別の視点から次のような種類も指摘でき
ると思われる。
　メタ言語表現に含まれる動詞の多くは、なんらかの行動を積極的に行なう
という意味においてプラスの行動（例えば「考える」「概観する1「列挙す
る」など）を表わすといってよい。これとの対比で注霞されるのは，なんら
かの行動を〈しない〉〈はぶく〉〈やめる〉などという意味でのマイナスの
行動を表わす一群のメタ言語表現が存在することである。これらをもう少し
総かに分類してみると次の3種類にまとめられる。
　①プラスの行動を表わす動詞の打消し形によって，その言語行動をしな
　　いことを明示するタイプ。
　　・また、与えられた紙面の関係で、右の金田一論文以下の内容の紹介は
　　　ここでは行なわない。（312・77・9　馬瀬）
　　・ただし、ここでは、地元ilや移住老との比較を行わず、地元1、つま
　　　り生粋の東京入と生粋の大阪人との問の差について論ずることにする。
　　　（354・8！・6　江川・米田）
　　・一般記号学のことは余り有名であるから、ここでは説かない。（55・5
　　　　　　　　　　　　　　一　158　一
　　6・4　矢田部）
　・上述のような理由で、この短い文のなかではあえてとりあっかわない
　　ことにする。（39！・84・7　石綿）
　・このパラグラフで述べたことは基本的に私は賛成ですから、今園は深
　　くは触れないでおきます。（320・78・5　野元）
②動謂そのものがマイナスの行動を意味するものを用いて，鰭冠する」
　「省略する」腓除する」「避ける」「やめる」という：方向での言及をする
　タイプ。
　・そのほか～に関する事実にはいろいろあるが割愛しておこう。（！95・
　　67・ユ2　　黒E嚢）
　・～についてぱ，くどいくらい入念に述べたのでもうやめようと思う。
　　（296・76・5　根来）
　・～については，｛顧ヨ，別に愚見を述べようとするから，紙面の自粛上
　　ここには論及を避けておく。（35・5∠い8　新村）
　・｛宙にもいろいろな問題がありますが，以前に本誌で述べたことがあり
　　ますから，ここでは省略したいと思います。（354・8！・6　江川・米
　　田）
　・数値を引貸して説明するにはそろそろ許された紙幡が窮屈になってい
　　るので省かせていただこう。（90・59・3　水谷）
③なんらかの言語行動のく終り〉を蓑わす動詞を用いて，「終えるjr閉
　じる」隔を結ぶ」「筆をおくjf締めくくりとする」などの欝語行動に言
　及するタイプ。
　・以上をまとめ，～とのかかわりについて一コ口虫れて稿を終えたい。（3
　　05・77・2　宮地）
　・ここで最後に～という問題をとりあげて小論を閉じることにしよう。
　　（336・79・12　　宮本）
　・～を付け加えて，日本の言語地理学の発展を祈りつつ，この稿を結ぽ
　　う。　（83。58。　8　　翁悪刃1）
　　　　　　　　　　　　　　一II　9一
　　・不如意ながら，一応ここで筆をおくことにいたします。（136・63・1
　　　　辻村）
　　・～を指摘して，～についての論考の一応の締め括りとしたい。（403・
　　　78・6　村上）
　こうした表現も，文章を構成し作成する上での書き手の配慮や行動に（そ
れがマイナス方向のものであっても）はっきりと言及するものである以上，
フ．宴X方向のものと並んで，その文章の伝達そのことにおいては積極的な機
能をもつマイナスの言語行動が明示的に言及されたものだと考える。ひらた
く言えば，「ここで何をするか」を明示するメタ表現と「ここでは何をしない
か」を明示するメタ表現が大きく2分されるということである。
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　〈図4＞には，こうしたマイナス行動を墾示する表現のうち，上に②と③
にまとめたタイプのものが文章全体のどこに出現するかを，前節と同様に示
した。図で見るとおり，それぞれの行動表現が二つのかたまりを示している
ことがわかる。
　言語行動の終りを明示する③のタイプの表現は，7つの表現形式が文章全
　　　　　　　　　　　　　　　一　160　一
体の終末部分に集中し（その平均が0．92），用例ごとのばらつきも少ないの
で，まさに全体の締めくくりに現われてその位置で文章が終わることを明示
する表現になっていることが明らかである。
　これに対して動詞自体がマイナス行動を意味する②のタイプは，平均とし
て論文全体の中閤部分（0．39）の値を示すが，用例ごとのちらばりが大き
く，安定したものとは言えない。文章全体の（あるいは章の）あちらこちら
に出現させうるメタ言語表現であると言えそうである。このタイプに属する
動詞には，この他に「排除する」（0。13），「切り上げる」（0．32），「素通りす
る」（0．40），「一応おく」（O．36）などがあるが，いずれも例が少ないため図
示からは除いた。なお，ここでは扱わなかったが，「～しない」という①のタ
イプのメタ混晶表現も②と同じような：現われ方であると言えそうである。
5．おわりに一言語行動の由来や動機を考える手がかりについて
　以上，専門的な文輩という事例をとりあげ，そこで行なわれる言語行動の
種類を明示するメタ素語表現を冤てきた。どのような種類の動詞を核とし
て，副詞的な修飾要素や屋的格要素がどのような現われを示すものであるの
か記述し，そこに見られるいくつかの特徴を指摘した。ここでこれらの内容
をふたたび要約することはしない。
　冒頭に，こうした粛語表現類型を検討することは言語行動やコミュニケー
ションについて考えようとするとき有力な手がかりになるであろうと述べた。
そうした段階に進むためには，ここで扱った専門的な文章のほかに，さまざ
まな種類の具体的な高温作品の中での現われを記述的に検討し知見を蓄積す
ることが基礎作業として不可欠であることは言うまでもない。記述の観点
も，小論では採用していない多くのものが必要となるであろう。そうした作
業を土台にして，問題の言語表現類型のもつ表現上の機能，書き手がこの表
現を発した意図や動機について，さらに考察を深める必要がある。2．2．
あるいは　4．1．で示したここでの考えは，これまでに扱った範囲から帰
納できそうな当面の考えであるに過ぎない。4．4．で示した5種類の類型
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も岡様の限りのものだというべきである。一般に，言語表現のもつ機能や表
現主体が託した表現意図をどのような枠組みや説明需語で記述するかは言語
研究上の醗路の一つである。そうした記述の方法論的な検討も含めて今後の
課題は大きく深い。
　ここでは，最後に，そのような問題点のうち，当該の表現類型がどのよう
な事情で（あるいは書き手のどのような動機で）馳せられたかを考えるうえ
で有力な手がかりになるべき，当のメタ言語表現自体がその内部に持ってい
る一群の（これまた）表現類型の存在を指摘しておきたい。理由表現とか事
構説明とでも呼ぶべき次の下線部分のような表現群である。
　　・この問題をやや具体的に検討するために，一，エの～の例をとってみ
　よう。　（174・66・3　E巴EI三野’）
・なお，おわりに老婆心ながら，～を列挙しておこう。（272・74・5
杉本）
・上のわかりにくい概括をはっきりさせるために，～から例をとって始
めよう。（170・65・11大森）
・全体について見ると煩環になるから，～だけについて見てみよう。（3
0・54。　3　　森匿｝）
・そのため理解しにくいのではないかと思われるので，卑近な例で説明
してみたい。（196・　68・1　鈴木）
・誤解を防ぐために次の点に注意しておきたい。（29・54・2　服部）
・～については紙数がないので，結論の一点だけを述べることにする。
　（169・65・10　　森岡）
・～については一々例をあげて説明する余裕がないので，興味のある例
を一．二あげるにとどめておきたい。（249・72・6　伊地智）
・このへんの整理は私にはまだついていないので，そこは素通りさして
もらって，先を急ぐ。（！80・66・9　田中）
・混同を避けるために，るはあらかじめ排除しておきたい。（432・87・
11山口）
　　　　　　　　　　　　　一　162　一
　上例では，下線のない部分がメタ言語表現の中心部分であるが，それに先
立つ下線部分はそれぞれそのメタ表現の言及する需語行動（プラス，マイナ
ス両方）の理由とか事溝を説明していると解釈できる。こうした内容の実例
は枚挙にいとまなく得られるものである。もちろん，その理由や事情は，メ
タ言語表現そのものが汚せられた理由や事情とは異なるレベルのものであ
り，あくまでメタ言語表現の雷及する先のオブジニクテKブな言語行動の理
由や事情である。本稿の冨頭（2．1．）に列挙した各種のメタ表現のうちの
⑪居語行動の目的・動機」に言及する類のものとして，それ自体，一一人前
のメタ言語表現である。
　しかしながら，そこで選んだ言語行動の理由や事情を明示的に説明するこ
とと，そうした理曲や審訊によって選択・出現させられた書認行動の種類を
明示的に説明することとは，文章の内容構成や行盤上の配慮を，そのような
言語手段によってはっきり（わかりやすく，明快に）述べておこうとする書
き手の意翻や動機に支えられたものであるという点で基本的なつながりをも
っと考えるべきだろう。論述を進める上で書き手が選んだ，読み手とのコ
ミュニケーションを円滑にするための方策として共通性を持つと言ってもよ
い。理由や事情のこうした明示的な表現が，メタ言語表現の動機や機能を考
える上で有力な手がかりの一つになることは動かないであろう。
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